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刑務所等の矯正施設退所者の地域生活の定着は、重要な社会課題のひとつで

す。とりわけ、高齢や障害があり、帰る住居がない、引受人がいない等の困難

を抱えている人にとっては大きな問題です。 

広島県地域定着支援センターは，このような人たちを支える機関として広島

県から委託を受け、「司法」と「福祉」の橋渡しとして、201０年６月から事業

を開始しました。 

 地域での受入れや生活の定着を進めるためには、多くの皆様の理解と支えが

必要です。今回は、奈良少年刑務所で社会性涵養プログラム講師も務めておら

れる作家 寮美千子さんをお迎えし、「やりなおせる社会」について皆様と一緒

に考えてみたいと思います。皆様のご参加をお待ちしています。 

 

主 催： 広島県地域生活定着支援センター（公益社団法人広島県社会福祉士会） 

後  援： 広島県・広島保護観察所・広島刑務所・尾道刑務支所・更生保護法人広島県更生保護協会・広島県協力雇用主会連絡協議会 

特定非営利活動法人広島県就労支援事業者機構・広島県保護司会連合会・広島県更生保護女性連盟・（社福)広島県社会福議協議会 

（社福）広島県共同募金会・広島県民生委員児童委員協議会・広島県知的障害者福祉協会・広島県身体障害者施設協議会 

広島県老人福祉施設連盟・(社福)中国新聞社会事業団・(社福)恩賜

財団済生会支部広島県済生会・広島県医療ソーシャルワーカー協会 

広島県精神保健福祉士協会・すべての障害児者と市民を結ぶひろしま県民会議 

 

 

 

◆問い合わせ先  
広島県地域生活定着支援センター  

732-0816 広島市南区比治山本町 12-2 広島県社会福祉会館内 

TEL（082）250-0503 FAX（082）250-0504 

◆交通アクセス 
広島県立美術館 広島市中区上八丁堀 2-22 ☎082-221-6246 
・JR 広島駅より約１km 

・東郵便局向かい側バス停「旭町」行き(広島バス26号線/ 

乗場 21)  「縮景園入口」下車 

・市内電車「八丁堀」で乗り換え、白島線で「縮景園前」下車 

◆申し込み方法 
裏面の申込用紙にご記入の上，FAX にてお申込みください。 

※申し込み締め切り 2015 年 3 月 7 日（土） 

 

日時 2015年３月１４日（土） 
１３：００ ～ １６：２０ *受付開始 12：３０ 

会場 広島県立美術館 地下講堂 

講演① 詩が開いた心の扉 
  ～『空が青いから白をえらんだのです 

奈良少年刑務所詩集』～ 

講師 作家 寮

りょう

 美千子

みちこ

さん 

 

講演② 『広島刑務所における高齢受刑者等に対

する社会復帰支援指導について』 

講師 広島刑務所  

統括矯正処遇官（教育担当） 松田辰夫 

       

広
島
県
地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー 

講
演
会 



講師 プロフィール 

 

 

 

 

 

 

このままお送りください（添付書は不要です） 

 

 

 

広島県地域生活定着支援センター 行き 

送信先 ＦＡＸ（082）250－0504 
              ●３月７日（土）までにお申し込み下さい 

３/14 広島県地域生活定着支援センター講演会 

氏  名 職 名（所 属） 

  

  

  

  

 

201５年   月   日 

団体名及び個人名                       

住  所 〒                         

電話番号                  

申込代表者                 
 
※「参加申込書」に記載された個人情報は，本セミナーの運営のみに使用します。 

定員を超えた時のみご連絡をいたします。 

作家。幼年童話から絵本、ジュブナイル小説、詩、純文学、 

ノンフィクションまで手掛け、題材も先住民関連から宇宙天文 

関連まで幅広い。 

近刊に絵巻絵本『空とぶ鉢』『生まれかわり』『祈りのちから』、 

神話絵本『天からおりてきた河 インド・ガンジス神話』（いずれも長

崎出版）、読み物絵本『エルトゥールル号の遭難 トルコと日本を結ぶ

心の物語』（小学館）、論考集『アイヌ民族否定論に抗する』（共著、河

出書房新社）など 

 

1955 年 東京に生まれる。 

1986 年 毎日童話新人賞を受賞し、作家デビュー 

2005 年 長編小説『楽園の鳥』で泉鏡花文学賞受賞 

2006 年 首都圏より奈良へ転居 

2007 年 奈良少年刑務所の社会涵養プログラム講師となる 
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